
集材機作業索の引張作用 lこ関する試験

1 試験の目的

本多三推む

秋保親悌2)

Jt材機fY主点は近I時集材能率r，""iJ上の見地から，引民力並びに速度大となり綱手伝にとって苛酷

な条件を榊し，寿命の低下p したがってお'ì耗の増加を招く傾向を有して L 、る。かような条件下

の治耗現象については， 1m久試験などによって究lリj し寿命延長の対策を求め，資材経費の節減

をはかるととは緊要な鵡題と考える。

との試験は1:f i iil去の抗耗に影響を及ぼすと:考えられる張力と速度について p 現場使川実態のillll

定を行い p 作業J二あるいは銅索取り批い上のìÈJJ:'lÇ1J1:，並びに前記試験研究 1:必要な条件と資料

とを求める 11 (1"1で、行ったものである。

2 試験の場所と集材方式

との試肢は伏JIJ営林)pJ管内，能代営林将仁鮒経営区ノj、:jll'~Li国有林じゃくじり沢 16 林班い小

iれに~いて UUfl1 27 !-I'.9 n 
16 日から 191J にわたって

実施したもので， 試験地の

地形ゐよび出1;;j'~犬)5~ を角rn

図に示す。

この試験では U~材機は Y

-25 第 2 ドJj引iげ.J" fな世にあ

り，主京は MCI乙て示す実

線のごとき配置でまうった。

i試験実施FrlJの集材範聞は cÌê

として 9 月 16~18 日の*

材1也:t、よぴ 9 )J 19日集村地

に示す附近で，大部分 4サ

1 )官主部作業科長

:2 )秋凹支場経首街究室

第 1 図 27 年度伐採地，地形および集材機配置図
(仁鮒小掛山国有林ジヤグジリ沢 16 林班い小班内)
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はいらifに j~:f却しし，ただ 19 IIM:f.えの数1 1II (,) 1ポm~{北験の後三!三)のみ 3 ザはいもIflí付近，D .tti・4 を

行い p これに ji:JirfJ ししたときに洲Ji~を jjったので、ある。

üi付機の山!と奇!!紘方式を示すと欠のと手ごりである。

旬、1'1';[茂治子'i;fj-fZF-12株式会社製 Y-25CD 型

いすや DAー75 ジーゼル機関 (3000 rev/min , 60 H-') 付

2 111,6, 12 111m 制式苔j込水量 770m ，

辿!克 3Hぇ 93 ， 198 , 422m/min (1 .55 , ~U ， '7.03111/8) 

架線方式 タイラー式

スノ:ン 201. 4 111 , r:':j1，l_~~'~: 37.9 m (何奈1，[f1 10040') 

主京 19 x 6 26 111m , fl Íill)J京 24x6 12mm 

3 試験方法

との試験には沼 2 図 l乙示すように特に7'~ .l[~ ì'I'}平(イ jjl:製)に活気式l吐|転計(封m"r製 A-I0

~!)を取りイ・J'けたものを川;立し，とれを主主 1: 下i'I'}Jf{ として使川した。 IIlI転計はif/f.本フランジで

駆動されるからとの川jjilこ 'jj民京または1~ij拘束を辿し，作業時の 1111~去数を読みとれば，各制采

の紘辿度が換算される。 l司転日 l'については各作業段階O1liJI瓦品上，['j重降下，ただし荷揚来で

はJjJし，ゐよぴ引民し)ごとにM:ïfGfill と.LI'-E) して多く I!~われる 1Y'1転組凶とを読みとった。

また，とのi'I'}車全体には作業京阪力が力11わるから p とのm司王を第 3 図のように~lUJì!llJ定来で、

別の i'l'}j!C を泊してゴJ量))11減絡を介 L31~irJ 1ブJ;tHこ辿:枯し，民)Jの合)J を記録ì!!lJ;立した。季目 1 }J計

は〉むに~J":運材試験に川いたものりと同一で-あり p ただ

白 ， i c'圧力 ;\1'は圧力 20 kg/cm2，記録紙 1 同転 10min の

ものを使川した。記録は圧力で示されるから，油圧筒ピ
同(ぺ'1'.イ内

電罰百回転計

支え扱

斡

l
J

川
山
山

第 2 図回転計{、]設滑事

車

湾

ストン/I'riNfゐよび)J量加減~，\':1汗率によって力に換算する

ととは前1 1 '1 と lllJ じで， さら lに乙 f作1午ミ業来がi同E司l転:計計lト由イ‘Jナ引計州J'i什川ìγ汁叶l'バ，廿i

つているH年のZ在3t釧J川十げf戸州(1 (実i2測J!卯川!IJ はその干判liげfJ) を j失知知、1羽11つて力の"'1ド乞

1Ï 4 辺7形|防予t泣法l長ミからうトj力j と してL升京十お;の 5弘iム長、.'(力を A求kとめた。

みíÇ 4 図はづ|締*~lÔJìJ!IJÂ~方法を示す。すなわち引締E誌

の築材機寄りの部分・を， ~~rJr力計に取りつけた出停車に

迫してクリップでおììi合せる。図中の1ff説部分l土引締来の

緊張または弛めに使川した部分lで， ì!!lJ定 rlt はもちろん弛

める。動力計(2 t 水量)は試験経了時クリップを外した

とき牽引力計の示度との比較検定に IIJ いたものである。

なさ?との試験中，集材石数の記録ーとともに 2 t 動力計ー

を JIJ いて大部分の丸太重量をìWJ定した。材肢と重量との
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作業索張力測定方法 引釈ii索張力測定方法第 4 図第 3 図

関係は第5 図のとむりで p 午制皮のものが多いためかp‘1601 

かなりのパラつきをポすがp 未秤量のものの重量換算に
1岨トト→-

はとれらの図上千l~)直線をmいた。

~ 
四
仰香

車
量

一

高責成験試4 

づ|戻:索1) 
。. (旬)日ω

1 同の集材ごとに牽IJ I :JJ計の引見索の張力について.印。

3 の例を附図円形記録から普通の図に直したものの 2 ，
話一長

x [;.6 具

。 1 2.. 5 ~ 

-t 13.2. ~ 

i，キ正後 10司 30日半熟1&長し

m ト三

1 に示す。附表 1 は，かような図から最高値むよび

印。

値(ただし自重降下については最低位)を読みとった値

と y 命ìiJヨミ速度とをfJíユべたものでまうる。10 

材積(石)

丸太材積と重量

n q 

タイラこれらの結ItYI与に附図第 1 によると IJ I戻索はタ第 5 図

{式l亡 3L‘けるその性能J-_l\1fかけ滑車の引戻のほかは，紘JfJt，吊J-_，自重降下p 卸し等に也接関

f系がないにもかかわらす p 組めて不ÎJ~則不安定な張力を受けている。張力の絶対値としては大

とれらの変動は横

あるいは素材， {.\i; î丸池田i取，吊 L r~r:重降下p 却しなどの際の一時停止による吊材の附力 p

等への lil材'の街突によるものである。またづ|戻の際にも荷かけ滑車あるいはi洞宗が障害物に IJ I 

きくはないが街撃的な変化を交けているので鋼索にとっては不利である。

111.るととなどにより予想外に大きな力が倒くととを示している。後者の場合白記圧力計ーの城大

11 1，韮を jLZ した場合 (936kg 以上)もあった(附表 1 試験番号 18.02 参!!の。かくのごとく各は

ごとに~jUJの変動は不規則で、集材丸太JtL量とのfmには何等関係を認め務i いととは引民索の性氏

←1-.当然で、あろう。

牽引辿!立は白重降下の i禁にたきな位を示し最高lま 8 mfs (480m!min) 引戻のl授は 4.6m/s
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(276m/min) が最大であった。

またづ l民紫の横取吊上時の辿度lま p 後に示す荷揚索の速度に比し:1-1 1当大きい自I'i.を示してた

り，とれは F町村の試・験で別々 P: i)!l l定しているので直接比較はできないがp その時の集材機撰択

辿度(との試験では一々記録を取らなかった)と機関川転数の関係のほかに y 科[1耳上の集材の

関係で小了拐来の索 'i I とは無関係に素材が転到し， 4うるいは斜めの吊J二にw う横イ多引による速度

J:~I-をも含むと考えられる。

2) 荷JiJE十:

前と同様に成績例を附図 2 j:;、よぴ/íf;l去 2 に示す。荷払!-京の率引; 11) の変化は引民京に比較して

かなり一様な状態を示し， 特長としては白←'Ti:降下の|授に張ブJが顕箸な』点目的変化を示してい

る。とれは実際には荷扱京は拶勤していないがp 引f是非;の白一屯降下速度で搬持下の 1'i'}.車によ

って*がしごかれるためと認められる。かような高速度で荷揚京が常にとの摩擦をうける点が

タイラー式の不利な点でをつろう。概括的には術主の1/2 の張1Jである』iキが p 振動íl'~張~JJ の故高

値は 1/2 よりもかなり大きいfi立を示し(附表 2 の試験帯サ 18.02 参J!の，杭取の際の 'J 1掛り等

でははるかに大きな張力が作J/Jするとともある (1 ， ïJ表 18.04 参J!の n

丸太重量と張力との関係を図 i乙表わすと，第6 図のように lぼま引fぽf笠宣有相l 関性を千有fするようでで、ある。

とと Iに亡 7静糸i止!ヒ二状j態車で

んど一致するととが:認必められる。

索辿!支は荷却しのl授にi誌も大きく，最高lO m/s Iこ近い場合もある(附去 2試験番号18.02)0

;jJ~取lTl上時の速度が最も遅いのは奈引力を;故高度に発卸する場合としてr'l r.{~であろう。との際

づ|戻来の速度がii:ltJ)j京のそれに比して著しく大きい特見点については先に述べた。

15叩

l印。

張

カ

Ikgl 500 

5∞ 

自重降下のとき 横取早上位三

(x 丸太押量のどち〉

。量高値

。平卸値

中壷量￡換聾L剖の
("5国かs)

1叩 D

50C 

1000 目。

丸太重活 (kg) 

第 6 図 丸太?夜景と荷揚索の張力

叩00

引報トリ

なゐ，引)廷の際は荷揚宗

法度が引戻E誌のそれよりも

か友り大きい筈であるが，

附表 1 と 2 を，/交べ多少その

傾向がFZLめら~l.る。すたわ

ち主H論的には荷かけ1f}JI:[が

引かれる;密度の 2 倍の法度

で荷揚索が延びる筈でる

る。づ l民来のととろで註べ

たとゐり別々に測定してい

るので，との 2 去の数自i'U土

i直接比較するととはできな

ν、。
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3) 引締宗

附図 3 必よび、附友 3 に判定結果の例を示す。引締京のり:lt力は前二者に l佼ぺて平1'1'すな変化を示

すととが!/''f.長でまうる。とれは一般に 2 }!I 3 車の引締滑取を介して主索の日:k力のほぼ 1/5 が引幸子;

索に現われるとと p 三'fCJ1竹本からヲ I締j炉p:並滑車等の多くの滑車を経ているとと p 主柱と f己柱

が主索の眼力に対し偏ってスパンのふれを生じ幾分柔i険性を示すとと 2) 等の理由により，作業

索の筒撃的または振動的~k;JJが搬掛から伝わっても p とれが援和されて附図 3 のような人情r;分

千滑な変化となるものと三与えられる。横取りの際の引掛りで、は幾分合激で寸主高圧の高い変化を

示すとともある(附図 3 ， No. 9 , IíH表 3i試験需号 19.07 の例)。

吊}二または自重降下の際の張力と荷 'f(との関係を図示したものがtß7 闘である。丸木重量と

張力とのヰfI関性が認められる υ ほ l:f静 11:ヂl'量時の張力よりも 10% 以上大きい傾向を示してい

る。横取引;f1[・りの場合は 2 併に近いす1~力を示す。先に筆者らの測定した，] 1紺l'甘草の効率3) を考

慮に入れp 上誌の引締来日'l(1J をほぼ 5.41:何時れば， =Ì卦:主H:側の張ゴj と推定しでも大なる掛り

はない。

以上の観点によると主来日k力の理論的;\!-:l;~:が静止荷重によっているととから，安全係数の撰

定には慎重を要するととが判る。すなわち桃取の|授の引判・りあるいは fJ虫降下の動的'，~;[j~!呼など

から架線時想定した静r'1'~の壬=全保数の{1fTをきたすことに注意する必要があるからでるるc

第 7 図の J.l!fi荷重時の張ブJ は毎回の集材にゐいて p 横取はじめの零紘と故後の引戻し絡に去け

る零棋の読みの張力の.11'-1りである。各川のiJlIJ定に沿いて一致をみないのは，作業索の0K1Jが充

分零に復していないかあるいは前匙のように滑車の数が多いためその時限があるとと，等Iこ基

くものと認められる。

[;H図 3 の NO.17 の 1_i }ÌíZ1d.え験格了時の圧力

変化は p 車引力計並滑司王に11[.けた引柿E誌の 1[:

めクリップ在外した後， m:{寸捜也胴を少し締

めてから全く引締索を絞めた時の変化であ

'5001-

'IJX由。

る。クリップを外すと圧力がほぼ 21去になる

とと。1tfu圧筒圧力がほとんどZ??を記録し，記 力

録圧力計の誤差は僅少であるととを示してい (kg) 

る。

5 総 括

(1) 特にHJ悲した回転計付並滑司王と油圧

式来引力計ーによって，タイラー式架紘集材に

たける引戻索ゐよぴ荷揚京の日:l~ ::fJ と速度 7 -J[~ 

500 

\";JJトを

一一一中央川尾住吉1泉村川E

ー主 4王附近の耳立措，，，日

500 ¥000 

丸太重畳 (kg) 

第 7 図 丸太重量と引桁i~緊張一力

1500 
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びに引締奈の張力について ，1_f!ーi:;j-IJi.場にたいて観iWI を行った。

(2) SI戻索は搬器と i:拘ミけ滑車の引戻しが役目で横I札吊上，自重降下p 却し等の作業で、

はただ附随的役目をもつにもかかわらや，一般に極めて不安定かつ街撃的な張力を受けるとと

が多い。 とれは吊材の↑fj性，動揺p 街突等による。 またIJ I庚しにたいても荷かけ川市や制京

の引掛りに起悶する。今l司の i!!IJJtで、前者の例で、は午、?に大きい張力ではない(卸しの際の街突で

740kg が最高)が筒撃的であり p 後者では相当大きな抵抗(引戻しの引掛りで計器示度 936kg

超過)を示すととがあり p 集材上j主意を裂する。

(3 ) 荷揚索は前者ーに比し安定な張力を示すがp 横取の|祭の引掛りのため大きな低抗(1500

kg の例)を示すととがある。白主降下の際は自身静!と状態で、 Zうりながら p 振動的張力を示す

ととが*'j-長である。とれは張力をうけながら搬器下町平でしごかれるためで p 鋼索にとっては

静荷重より大きい張力ドで S状の屈曲を繰返し極めて不利な状態でるるととを知札かような

条件下の鋼索損耗現象の研究の必要a性が認められる。づ l民しの|僚には荷かけj骨車のづ|坊と 1] I込

のとき ijl~力を増すだけで引掛りの影響はない。

(4) 引締来に加わる日'l~力は安定した変化を示す。横取の際の，] 1胡・りには多少急:な上拝を示

すが，吊上，自重降下等ぼぽ一定した張力を示し，づ l民~lUJはほとんど現われないくらいであ

る。引主i'1. りの時は秤量時(静荷重に相当する)の約 21*の ~k:JJ (1670 kg の例)を示すととがあ

る。一般に吊上，自重降下の際の日k力が秤量時の張力より大きしとれは動的の影響と認めら

れるがp さらに研究を裂する。とれらの点は特に安全係数;JJ~史上〆町並に入れる必要がある。

(5) 引戻宗と荷揚京の速度については p 前者の最高は白重降下のとき 8m/s，後者の最高

は却しのとき約 10m/s であった。いすコれも張力のほとんどない場合であるが，自主降下の際

にとの引戻索の速度で、搬持下1f}lfIにより p 荷揚索がしごかれるととは第 3 項に述べた。横取の

際は荷揚索速度は低oぶliで、1. 7m/s，最低で、 0.5 m/s 附・近であった。 機械の能力として多

少{思いくらいである。

絡にのぞみとの試験に閲しては欣国営林局特に能代営林清によって多大の便宜を与えられた

もので p 試験問同署の木村英寿技行むよび、仁鮒事業所の {;lllll馨 p 五代儀昭久の両氏には試験準

備作業指示p 現場測量と作図の労を煩わした。またlul1民数測定には p 秋田支場の石井邦彦助手

の協力:t1''}-，白記圧力計ーの記録採取並び、に本稿図聞の透写には本場機峨研究室石橋苦手彦助手の

協力を1''}た。ととに記してそれぞれi淀謝する失U~である。 (11日未11 28. 8. 5 記)
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Mitsuo HmmA , Chikayasu AKIIIO: Some Experiments on the Pull of �erating 

Ropes of a Skidder. 

R駸um� 

To get some information about cable problems in logging and some materials 

for their l;:_boratory test program for wire rope, the writers experimented on 

the working tεnsion and speed of outhaul line and lifting line each during a skyｭ

line cable-skidding operation at a national forest in Noshiro district, Akita 

Prefecture. The rigging system was Tyler's, with a 26mm main cable and 12mm 

operating cables. The horizontal span was 201.4 m and the difference in elevation 

37.9m. A Y-25 CD type skidder of the Iwate Fuji Industrial Co. was applied. 

For this mea8urement , the writers arranged a special snatck block fitted with 

an eleclrical をpeed meter whose Bakelite friction pulley ran in contact with the 

sheave f1ange. This block hung from another block at one end of a rope, the 

other end of which wεs fastened to an oil. dynamometer. As outhaul line or 

1ifting line passed the special block, the resu1tant of each cable tension exerted 

a force on the clynεmometer ， causing oil pr己ssure which was registered by a 

recording pressure gauge , and each line turned the sheave whose numb巴rs of 

revo1ution per minute was indicated on the speed meter. Then the tension and 

speed of cable were estimated by calculation. 

As for the tightening 1ine, the tension at its fixed end was a1so measured 

by means of the oil dynamometer. 

According to the resuIts obtained, (i) Outhaul line is often subjected to very 

irregular and impulsive tension due to butting at obstacles or due to the inertia 

of a 8uspended log or logs in dragging, lifting or carrying-down by gravity, and 

also due to the hang-up of a 10ading block or cable itsel� in rehauling. (ii) The 

ten8ion of lifting line is not so irregular as outhaul line, but sometimes increases 

considerably and quickly due to the hang-up in dragging. It shows a peculiar 

vibratory tension in carrying-down by gravity. (iii) Tightening line shows 

a very 811100th change of tension, but receives a high and abrupt tension when 

the hang-up in dragging occurs. (iv) The highest speed of outhaul line is 8 m/s 

in carrying-down by gravity，包nd that of lifting line is about 10 m!s in 

lowering. Therefore at this outhaul line speed, lifting line is exposed to a 

maky f1exural 1110vement under tension by the sheaves of a carriage and a 

loading block in carrying-down by gravity. 
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附表 2. 荷揚索の張力と速受のØ1J (タイラ{式集材)
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